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人事異動による事故をどう防ぐか

人事異動で起こりやすい事故

1)系 統が異なるセクシ ョンへの

異動時に起 こりやすい事故

看護職員が人事異動 によりセクシ ョンを換

わった時,そ のセクシ ョンの特徴 をまだ十分

理解で きずに起 こすエ ラーがある。

(1)対 象の年齢の違 いによ って

起 こり得るエラー

セクシ ョンの異動 では,セ クシ ョンの特徴

として,対 象者の年齢 による影響 をとらえる

必要がある。

これは,発 達段階による与薬 の特徴 をとら

えていないために起 こったエ ラーである。溶

けた坐薬 は,患 児の体内に吸収 された とみな

す,患 児 の体重当た りの薬用量 を考慮 してい

な いエ ラーの例 で あ る。

一方
,高 齢者病棟 に異動 した看護職員が与

薬を担当す る時にも注意が必要である。高齢

者 の場合 は,加 齢 によるアルブミンの低下が

ある。そのため,向 精神 薬な どの蛋 白非結合

遊離型の薬剤 は血中に多 く貯留するようにな

り,半 減期の延長 とともに副作用 を招 く原因

となる。通常,高 齢者 には若年者の2分 の1

量 の薬剤で も有効であるが,痩 せ型の高齢者

では,半 分量 で も強い意識障害や傾眠，脱力

な どの副作用がみ られるため,薬 用量 を十分

考慮 しなければならない。

(2)対 象の疾患の違いによって

起 こり得るエラー

セクションには対象の疾患 の違いによる特

徴がある。例 えば,使 用 される薬剤 は疾患 と

大 きな関係がある。
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薬剤 はセクションに よって使用 目的が異 な

ることがある。キシロカインは,外 科では局

所麻酔剤 として常備 され,内 科では不整脈治

療薬 として救急薬 品にも常備 されている。薬

剤選択時 に,適 応症 は一つではない ことを知

らなかった例である。

また,薬 剤が腎排泄の場合 は,薬 物 の排泄

メカニズムや薬の作用半減期 と対象の疾患 と

の関係を結びつけて考 え,腎 不全の患者 には,

通常,使 用量 を減量す る。

薬剤 に関す る一般 的 な知識 は持 っていて

も,こ の ように実際の看護活動のなかで対象

に応 じた知識 の応用 がで きなか った時,エ

ラーは起 こ り得 る。

(3)セ クシ ョンの機能 の違 いによ って

起 こ り得 るエ ラー

高度に専門化 した部署にも,特徴的なエ ラー

が ある。集中治療室や腎 セ ンターなどでは,

高度先端医療 器械 の操作 に不慣れであれば,

生命にかかわるエラーが起 こる可能性がある。

2)役 割変化に伴って

起こりやすい事故

人事異動は組織 的な取 り組みである。われ

われが調査 したＡ総合病 院で は,1回 目の配

置転換希望者 の平均経験年数 は4.2年 であ り,

異動対象 となるのは中堅 と呼ばれる看護職員

であった。

異動対象 となる職員の異動の 目的 は種 々さ

まざまであるが,中 堅看護職員 に限ってみた

時,「 す でに何 らかの役割 や責任 を持 ってい

るが,さ らなるキ ャ リアア ップ を 目指 す異

動」,あ るいは 「何 らかの役 割や責任 を持つ

ためにキャリアア ップ を目指す異動」 である

場合が多 く,本 人や受け入れる側の期待 も大

きい と思われる。

しか しなが ら,調 査結果か らみると異動 を

希望 したにもかかわ らず,役 割 ・責任が与え

られた看護職員 は職場適応 に時間を要 してい

ることが明 らか になった。異動の際に生 じる

役割変化 は,ス トレスや不安の原因にもなる

ことは十分考え られた。 さらに,異 動 した看

護職員 は,特 に看護管 理者 に対 しては,業

務 ・指導面だけでな くス トレス に対す る介入

を期待 していることも明 らか になった。

ここでは,特 に異動 した中堅看護職 員の心

理的問題を明 らかにし,人 事異動 とス トレス,

そして看護事故への影響 につ いて考 える。

(1)中 堅看護職員の人事異動 に伴 う

心理的問題

会社員であればほとん どの人が,自 分の希

望 しない職場 に突然配置転換 される経験 を避

けて通ることはで きない。そのなか には 「こ

の人 な らやれ るだろ う」 「コースと して一度

は通 る仕事だか ら経験 しても らおう」 とい う

人事側 の考 えがある。

多 くの人は,そ れでも何 とか仕事 をこなし,

乗 り切ってい くわけであ るが,や は り仕事の

変化 に苦 しむ人 も少 な くない。 また昇進 で

あっても,そ の荷に耐 えきれず不適応の きっ

かけになって しまうのは 「昇進 うつ病」 とし

て,よ く取 り上 げられていることである1)。

医療 （看護)現 場は どうであろうか。人事

異動 に伴 う看護 職員 の心理 的 問題 につい て

は,さ まざまな文献2～7)で 述べ られてい る。
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筆者 らが1999（ 平成11） 年 に実施 した 「配置

転換 した看護職員の職場適応の実態」 の調査

結果 （未発表)か ら得 た もの を追加 し,ま と

めた もの を以下に示す。

① 人事異動時には,経 験年数や異動の希望

の有無 に関係 な く,誰 もが大 きな 「不安」

を抱 え,異 動後 もス トレス フルな状況が

続いている。

② 経験年数や異動の希望の有無に関係な

く,異 動 した誰 もが,看 護管理者や補佐

に対 しては精神的支援,看 護職員に対し

ては看護業務の支援を求めている。

③ 特 に,中 堅 としての役割や課題 ・責任 を

担 っての異動では,パ ニ ック状況か ら職

場適応す るまで に異動後4～6ヵ 月間要

している。

④ さらに,系 統が異 なるセクシ ョンへ の異

動では,知 識 ・技術面 の一通 りの習得に

6ヵ 月以上 を要 している。

⑤ 希望部署 に配属 されることは看護職員の

勤労意欲 に影響 し,特 に経験3年 以上5

年未満 の看 護職員 に強 い影響が あ る8)。

しか しその反面,希 望 部署へ の配置 は職

務満足度 には関係が ない9)と の報告 もあ

る。

⑥ 自由記載 の欄 では,「 配置転 換の決定が

もっと早 ければ,学 習 の準備が で きる」

「配置転換 は した方が 自分の成長につな

が る と思 う」 「秋 頃の異動 を希 望す る。

新卒者のサポー トをしなが ら働 くの はき

つ かった」 「異動の理由 を説 明 してほ し

い」 「経験があるか らと,い ろいろ教 えて

もらえなかった」とい う意見が多かった。

医療 （看護)現 場 では,ヒ ヤリハ ッ トも含

めてさまざまな医療 （看護）事故が多 く発生

してお り,医 療従事者 にとって毎 日が緊張の

連続であ り,ス トレスフルな状況 にあるとい

える。 その上,さ らに人事異動 に よるス トレ

スが加 わると,慣 れない環境 ・仕事 ・人間関

係 のなかで過 緊張,感 情興 奮,パ ニ ック と

いった状態 にな りやすいのは明 白である。

人事異動 は,人 によっては不適応 のきっか

けになるほどのス トレス を与 えていることも

十分認識 しなければな らない。

(2)ス トレスフルな心理状態 と

看護事故への影響

ここで,ヒ ューマ ンフ ァク ター研 究 セ ン

ターが行 った 「原子力発電所の緊急 時におけ

る運転員 の情動に関す る調査」10)の興味深 い

調査結果 を紹介す る。 これは,原 子力 プラン

トトラブル時 において運転員が感 じる情動 を

明 らか にし,事 態 に対す る予測の有無や個人

特性が情動 に及ぼす影響 を明 らかに した もの

である。

結果 は,予 測 の有 無 に よる影 響 と して,

「運転員は,予 期せぬ状況に遭遇す るとヒュー

マンエラーに結びつ きやすい情動(混 乱 ・不

安 など)を 感 じやすいが,状 況 を予測 してい

ると,気 持 ちが変 わらない,あ るいはよ りよ

い判 断や行動 に結 びつ きやすい情動(安 心 ・

確信 など)を 感 じやすい」。

また,個 人特性 による影響は次のように述

べ られてい る。「① プラ ン トに予期せぬ事態

が生 じた場合 に,自 己効力感(自 分がその事

態 に効果的に対処 で きるか どうかに関す る予

測。問題解決 に際 し,重 要 な役割 を果たす性
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格特性の一つ)の 高い運転員は ヒューマ ンエ

ラーに結 びつ きに くい情動 （警戒 ・緊張 など)

を感 じ,自 己効力感 の低い運転員 はヒューマ

ンエ ラーに結 びつ きやすい情動 （心配 ・不安

な ど)を 感 じやすい。②操作が うま くいかな

い場合 や対人関係が悪い場合は,自 己効力感

の高い運転員 の方が 自己効力感の低 い運転員

よりも激 しい情動(い らだち ・混乱 ・後悔 な

ど)を 感 じやすい」。

運転経験 による影響 では,「 ① プ ラン トに

予期せぬ事態が生 じた場合,運 転経験の短い

運転員 （5年 程度)は ヒューマ ンエラーに結

びつ きやすい情動 （混乱 ・不安 ・焦 りな ど)

を感 じる一方,運 転経験の長 い運転員 （15年

程度)が 感 じるのは注 意力 向上 に伴 う情 動

（警戒 ・緊張 な ど)で あ る。②運転経験 の短

い運転員 は,予 期せぬ事態が生 じた場合 に驚

きを感 じやすい。 またプラン ト状態が予測で

きている場合 で も不安 を感 じやすい」。

さらに,運 転チームに対す る帰属意識 によ

る影響 では,「 ① プ ラン トに予期せぬ事 態が

生 じた場合,帰 属意識 の低 い運転 員 の方が

ヒューマ ンエ ラーに結 びつ きやすい情動 （心

配 ・不安 ・混乱 ・焦 りな ど)を 感 じる一方,

帰属意識の高い運転員が感 じるのは注意力向

上に伴 う情動(警 戒 ・緊張な ど)で ある。②

対人関係が悪い場合 は,帰 属意識の低い運転

員は相手に向ける情動 （い らだち ・怒 り・嫌

気 など)を 感 じやす く,帰 属意識の高い運転

員 は自分 自身に向ける情動 （残念 ・忍耐 など)

を感 じやすい」。

これ らの結果か ら 「心の動揺を防 ぐための

運転員 の教育訓練や個人特性 を考慮 した運転

チーム編成のあ り方 について検討する」 とい

う方針が述べ られている。

この ことは,異 動 した看護職員 に対 しても

通 じるものがある。人事異動は新 しい環境で予

期せぬ状況に遭遇することであ り,ヒ ューマン

エラーに結びつ きやすい情動(混 乱 ・不安など)

を感 じているととらえることがで きる。

また個人の性格か らみて も,異 動 を否定的

に とらえ るな ど 自己効 力感 の低 い場 合 も,

ヒューマ ンエラーに結 びつ きやすい情動 （混

乱 ・不安 など)を 感 じているととらえ られる。
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表1 橋本の フェーズ理論 とエラーポテ ンシャル

フェーズ

0

ⅠⅡ

Ⅲ

Ⅳ脳波パターン

δ波

θ波

α波

β波

意識の状態

無意識,失 神

意識ボケ

正常

リラックス

注意レベル

ゼロ

不注意

やや不注意

注意集中

注意が一点に

集中

生理的状態

失神,睡 眠

疲労,単 調,眠 気,酒 酔い

消極 的行動,ぼ んや り

うっか り

積極的行動

感情興奮,パ ニ ック状態

エラ 一ポテンシャル

－

十 十 十

十 ～ 十 十

最小

最大

長町 三生 ：安 全管 理 の人 間工学,P.50,海 文堂,1995.よ り引用

異動後 の職場 風土 も同様 に,ヒ ューマ ンエ

ラーに影響 を与 える といえよう。

また,橋 本11)は,大 脳生理学の立場 か ら意

識 レベ ル を5つ の段 階 に分 類 （表1） し,

ヒューマ ンエラー発生 との関連を以下のよう

に提唱 した。

フェーズ0： 意識を失 ってい るか,も しくは

睡眠 している状態 を指 し,反 応で きない状

態の ことであ る。 このフェーズでは,オ ペ

レーターはまった く反応で きない状態にあ

り,ヒ ューマ ンエ ラー発生 に関 しては,信

頼性が完全 にゼロである。 もちろん,オ ペ

レー ターに睡 眠が許 されてい る場 面では,

ヒューマ ンエラーの発生 とは無関係 である。

フェーズⅠ ：疲労が激 しか った り,単 調作業

で意識が ぼけている状態にあって,不 注意

にな りやすい意識状態である。脳波では θ

波 に相 当する レベルで,不 注意になって目

の前の信号に気づかなかった り,い い加減

な動作 を した り,作 業の手順 を省略 した り

す るので,エ ラーポテンシャルは非常 に高

いといえる （エ ラーポテ ンシャルはプラス

3と なっ てい る)。

フェーズⅡ ：慣 れた定常作 業を している時の

意識 レベ ルであ り,考 えごとを した り,ぼ

んや りといった状態で,注 意力や思考力 は

あま り高 くなく意識が活発 ではない。 うっ

か りした り,ぼ んや りした りしてエ ラーを

起 こす フェーズ であ る。脳波 で は α波が

時 々現れ る状態 を指 し,エ ラーポテンシャ

ルは若干高い状況 といえる。

フェーズⅢ ：注意力 は適度に高 く,明 快 な意

識状態であ り,大 脳が活発 に働 いて積極的

に行動 を展 開する状態 を指す。 この状態の

脳 波 は β波 レベル にあ り,エ ラーポ テ ン

シャルは極度に低い といえる。

フェーズⅣ ：意識 レベ ルが極度 に緊張 した

り,興 奮 した りした状態 に相 当 し,注 意が

一点 に集 中 して周 りに 目が向か ない状態 を

い う。エラーポテンシャルは極度に高い と

いえる。

人事異動 を,フ ェーズの意識 とヒューマ ン

エ ラー発生 との関連か らみ ると,人 事異動 は

非常 に緊張感 を高める出来事であ り,パ ニ ッ

外来 看護新時 代2001　 Vol.7　No.3 83



ク状態 に陥 りやすい と考 えられ る。

これは,異 動 までは 「何で もで きて指導 も

していた」 とい う看護職員が,異 動後 はあ ら

ゆる ことが 「よ くわか らない」 「知 らない」

「一つ ひとつ聞か ない とで きない」「うま くで

きない」「時問が かか りす ぎる」 とい った状

況 にな り,自 尊感情が傷ついて しまうことに

よる。 しか も,こ のことが毎 日繰 り返 されて

い くと,徐 々に緊張感は高 まり,不 安 とともに

不満や怒 りなどの感情 も起 こって くる。 このよ

うな状況は 「フェーズⅣ」の意識 レベルであ り,

ヒューマンエラー発生が十分予測される。

異動対象 となった人 を送 る側 に も受け入れ

る側 にも,パ ニ ック状態か ら発生す るヒュー

マ ンエラーを防止す るための管理 ・教育 と,

精神的なサポー ト体制が重要 となる。

人事異動時の

引き継ぎのポイント

看護事故防止 のための人事異動による引 き

継 ぎのポイ ントとして,こ こでは教育 と管理

の観点か ら述べ る。

われわれの調査では,中 堅看護職員が異動

先の職場の特性を理解 し,業 務 に慣 れ,一 通

りの仕事がで きるようになるのに,6ヵ 月以

上 を要す ることがわかった。 また,異 動後の

パニ ック状況 にある時には,学 習の準備 もで

きないと考えなければいけない。

この間,異 動対象者に対 して どの ような教

育 ・管理 を行 うかが最 も重要である。異動す

る看護職員が多少の不安 を抱 きなが らも職場

適応がス ムーズにで き,し か も患者の安全が

守れるような人事異動の体制がで きているの

か をまず問い直 していかなければならない。

看護事故 を個人の問題にす り替 えるのでは

な く,「 組織的な取 り組 みである人事異動の

あ り方に看護事故発生の要 因があるのではな

いか」とい うとらえ方が肝要である。そ して,

それは看護事故防止 につなが る対応で もある

と考 える。

1)セ クシ ョン異動時の

引き継ぎのポイン ト

(1)管 理体制

① 人事異動の基準を明示 し,看 護の専門性 を

追求する上において,複 数の部署を経験す

ることのメリッ トを生かすことがで きるよ

うな異動 を行 う。異動が4月 に集中すると

新人の受け入れと同時になるため,異 動の

時期 も考慮 しなければならない。

② 看護職員 に異動の希望の有無 を申告で き

るシステムをつ くる。深沢12)は,配 置部

署 に関す る意識 と職務満 足 につい ては

「配置希望 でない」 こ とが満足度 を低 下

させ る要 因であ り,キ ャリア開発計画 と

しても,個 人の配置 ・異動に関 しては成

長を約束 しなが ら,本 人 も進路指導の方

向をはっ きりと申告 ・確認で きるように

する必要があ ると述べ ている。

③ 異動決定か ら異動す るまで,準 備のため

の一定期 間を設 ける。

④ 異動前 には異動す る職員 と面接 を行 い,

異動 を肯定的に,そ して成長の機会 とし

て受け止め られるようにかかわる。

⑤ 業務手順 ・業務 マニュアルは,異 動 して

きた職員がす ぐに活用で きるようになっ

ているか常 に見直 し,最 新の ものを整備
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看護事故防止のための看護管理講座

す る。標準化 ・基準化で きる医療や看護

はクリティカルパ スなどを導入す る。

⑥ 異動 して きた職員 の気づ きを大切 にし,

ヒヤ リハ ット情報 を積極 的に集め,事 故

防止 のためのシステ ム改善 に活用 する。

またシス テム改善に取 り組んだ事例な ど

を施設全体 で報告 する場 をつ くる。

⑦ 自由に意見や考えが言える開放的な職場

風土をつ くる。

(2)教 育体制

① ミステイクは 自分の知識や経験 に基づ い

ているため納得感があ り,思 い込 んだ ら

自分では間違 いに気づ きに くい。これは,

特 に異動 した中堅看護職員に注意 しなけ

ればな らないことと考 えられ る。 ミステ

イク を減 らす ため に最 も有 効 な手 立て

は,「 知識 を身 につけてい く」 ことであ

る。知識 とは,情 報 を単 に詰め込 む,覚

え込む,知 っている,と いう意味ではな

く,「 実際の活動 のなかで熟達 してい く」

ことによって身 につ くものである13)。そ

こで,職 場 の特殊性 を理解 し,新 しい知

識,技 術が修得で きるような指導 ・教育

体制 をとる。

② ベテ ランといわれる看護職員で も,異 動

後の知識 ・技術面 では,一 時的に新人 と

同様の レベルに戻 る と考えなければな ら

ない。 当然,そ の後 は短期 間で本来の レ

ベルにまで到達で きるものであるが,そ

の一定期間の指導計画が十分考慮 されな

ければな らない。

③ 職場で起 こ りやすい事故 やヒヤ リハ ッ ト

のデー タを公 開し,注 意が喚起 で きるよ

う学習材料 として活用す る。 また,特 に

異動 した看護職員が起 こしやすいエ ラー

な どもデータとして集め,同 様 に学習材

料 とす る。

④ 事故 を個人 や部署 の問題 と してではな

く,誰 にで も起 こる こととして認識 し,

事故 を取 り巻 く環境に注 目し,シ ステム

改善 に生 かせ るように職員の意識改革 を

行 う。

⑤ リスクマネジメ ン ト委員会を中心 とした

集合教育 で医療事故の教育 を継続的に行

い,日 頃 より事故防止 の視点 を持 てるよ

うにす る。

2)役 割変化を伴う異動時の

引き継ぎのポイント

異動対象者 は,特 に看護管理者 に対 してス

トレスに対 する介入 を期待 している。前述 し

た管理 ・教育体制 を充実することは,ス トレ

スの軽減 にも十分に効果がある と考 えられ る

が,加 えて心理的なサポー ト体制 を整 えるこ

とが,役 割変化 を伴 う異動時の引 き継 ぎを充

実 させ ることになる と考え られる。

中堅 としての役割や責任 を担 った異動 に対

しては,異 動対象者 自身の 自分に課す期待 と

周 囲の期待 がある。その期待に応 えようとし

て,結 果 として自己を追い詰めることになっ

て しまう危 険性が考 え られる。

異動 後 か ら職 場 に適応 で きる まで の期 間

は,ス ムーズにその役割が遂行で きるようサ

ポー トし,過 剰な期待 をしない ようにす るこ

とが必要である。

高橋14)は,配 置換 えをス トレス ととらえて

いる場合 は,感 情志向的対処行動 をとる傾向
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があるが,配 置換 えをス トレス ととらえてい

ない場合 （プラス思考で とらえられる人)は,

問題志 向的対処行動 を とる傾向が あ り,新 し

い部署での知識 ・技術の広が りに期待 し,自

己の能力 にも自信 を持 ち,新 しい部署で働 く

ことを肯定的にとらえていると報告 している。

われわれの調査か らも,配 置転換 のス トレ

スへの対処行動 には,配 置転換 の希望の有無

に関係 な く,い ず れ も多 くの問題志向的対処

行動や感情志向的対処行動がみ られた。

「趣味に没頭す る」 「辞めるこ とを考 える」

といった拒否行動 は少 なかったが,む しろ配

置転換 を希望 した看 護職員に拒否行動が多 く

み られた ことに対 しては,現 状のサポー ト体

制の問題が指摘 されている。異動が4月 に集

中す ると新人の受け入 れ と同時 になるため,

配置転換 した看護職員に対す るサポー トが十

分で ないことも考え られる。

また,異 動後の職場適応 に要す る期 間につ

いて,先 行研究15〕では,意 欲的に職務 を遂行

す るためには異動後の4～6ヵ 月間が重要で

あると報告 されてお り,わ れわれの調査 でも

同様の結果が得 られている。身体的 ・精神 的

ス トレスが高い状況 にあるその時期 に,自 己

成長 を感 じ満足感が高 まるような環境や仕事

内容 をそれぞれの部署で充実 させ る必要があ

ると考え られ,こ の期間のサポー トが重要 と

いえる。

また,少 な くとも異動後6ヵ 月間は心理的

サポー トを 目的 として定期 的に面接 を実施す

ることや,異 動 に よる混乱や不安 を軽減で き

るようお互いを理解 し受 け入 れ,支 え合える

職場風土 をつ くることが大切 である。

個人の性格特性やス トレスに対する対処行

動を知るとともに,心 身の健康状態 を把握 し,

不眠が続 く,遅 刻が多い,疲 労が回復 しない,

などの前兆 を見逃 さず早期に対応 しなければ

な らない。

人事異動 とい うス トレスをうま く乗 り越 え

て,そ の人の持てる能力が十分発揮 され,安

全 な看護実践がで きるように,看 護管理者,

受け入れる看護チームの一人 ひとり,異 動対

象者が,そ れぞれの立場で看護ケアを受ける

人々への責任 を担 ってい るもの と考 える。

引用 ・参 考文献

1)前 川 美行 ：職場不 適応,臨 床心理学大 系　 適応障害の

心理 臨床,P.89,金 子書房,1992.

2)深 沢 佳世子,草 刈 淳子 ：看護婦 の職務 満足 に関す る検

討,看 護管理,2(6),P.378～383,1992.

3)仲 村和 子他 ：看護婦 の職 務満足 と配 置部署 との 関係,

看 護管理,6(6),P．418～422,1996.

4)松 原 直美他 ：看護 婦 の希 望配置 と勤 労意欲 との 関係,

第29回 日本看護 学会集録,看 護管理,P.51～53,1998.

5)高 橋永子 ：看 護婦 の配置 替 えの捉 え方 と対処 方法の実

態,第28回 日本看 護学 会集録,看 護管理,P.199～201,

1997.

6)丸 岡直子 ：看護婦 の職場適応 の実態,第21回 日本看護

学会集録,看 護管理,P.127～129,1990.

7)穀 山聡子 ：ケアのための人材配 置,看 護 管理,3(3),

P.139,1993.

8)前 掲3)

9)前 掲1)

10)長 谷 川尚子 ：原子力発電所 の緊急時 におけ る運転員 の

情 動 に 関 す る調 査,  http://criepi.denken.or.jp/
 jpn/hfc/index_seika.html

11)長 町三生 ：安全 管理 の人 間工学,P.49～51,海文堂,

1995．

12)前 掲2)

13)原 田悦子 ：看 護者 とモノ （人工物)の 相互作 用 とい う

視点か ら見 た看 護事故,モ ノのデザイ ンで考 え る看護事

故防止 の可 能性,厚 生科 学研究費補 助金平成11年 度医療

技術評価総 合研 究事 業総 括報告書,医 療 の リス クマ ネジ

メ ン トシステム構築 に関す る研究,P.105,2000.

14)前 掲5)

15)前 掲6)

16)川 村 治子 他 ：医療 の リス クマネ ジメ ン トシス テム構築

に関す る研 究,2000.

86 外来看護新 時代2001　 Vol.7　No.3


